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(57)【要約】
【課題】いかなる被検者についても容易に最適な画像パ
ラメータ設定を行うことのできる超音波診断装置を提供
する。
【解決手段】少なくとも診断情報を含む撮影条件関連情
報に関連付けられた画像パラメータセットが複数保存さ
れたパラメータ保存手段４０と、被検体に関する診断情
報を取得する診断情報取得手段３３と、少なくとも、診
断情報取得手段３３で取得された診断情報を用いて、パ
ラメータ保存手段４０に保存されている画像パラメータ
セットの中から最適な画像パラメータセットを選択する
パラメータ決定手段３４と、前記により選択されたパラ
メータセットに従って、前記反射波に基づく信号の処理
を制御する制御手段１９と、を含む超音波診断装置とす
る。画像パラメータが医師等による診断情報を加味して
設定されるため、被検者が撮影部位に何らかの疾患を有
していても、適切に調節された画像を得ることができる
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の画像パラメータに従って、被検体の内部に超音波を送波すると共に各組織からの
反射波に基づく信号を処理することにより、被検体内部の情報を示す画像を生成して表示
する超音波診断装置において、
　a)前記被検体に関する診断情報を取得する診断情報取得手段と、
　b)前記診断情報取得手段によって取得された診断情報に基づき、前記画像パラメータを
調節するパラメータ調節手段と、
　を有することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　所定の画像パラメータに従って、被検体の内部に超音波を送波すると共に各組織からの
反射波に基づく信号を処理することにより、被検体内部の情報を示す画像を生成して表示
する超音波診断装置において、
　a)少なくとも診断情報を含む撮影条件関連情報に関連付けられた画像パラメータセット
が複数保存されているパラメータ保存手段と、
　b)前記被検体に関する診断情報を取得する診断情報取得手段と、
　c)少なくとも、前記診断情報取得手段によって取得された診断情報を用いて、前記パラ
メータ保存手段に保存されている画像パラメータセットの中から最適な画像パラメータセ
ットを選択するパラメータ決定手段と、
　d)前記パラメータ決定手段で決定された画像パラメータセットに従って、超音波の送受
及び／又は前記反射波に基づく信号の処理を制御する制御手段と、
　を有することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　前記パラメータ保存手段に新規の画像パラメータセットを追加する、又は前記パラメー
タ保存手段に保存されている画像パラメータセットを更新するパラメータ更新手段
　を更に有することを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　所定の画像パラメータに従って、被検体の内部に超音波を送波すると共に各組織からの
反射波に基づく信号を処理することにより、被検体内部の情報を示す画像を生成して表示
する超音波診断装置において、
　a)少なくとも撮影部位に関連づけられた画像パラメータセットが複数保存されているパ
ラメータ保存手段と、
　b)撮影部位を特定する撮影部位特定手段と、
　c)前記被検体に関する診断情報を取得する診断情報取得手段と、
　d)前記撮影部位特定手段によって特定された撮影部位に応じて前記パラメータ保存手段
に保存されている画像パラメータセットの中から最適な画像パラメータセットを選択し、
前記診断情報取得手段によって取得された診断情報に基づき、該画像パラメータセットの
各画像パラメータを調節するパラメータ調節手段と、
　を有することを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波の送受信を利用して生体内部の情報を表す画像を生成・表示する超音
波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は被検者の体表に当てたプローブから超音波を送信すると共に、被検者
体内の各組織で反射された超音波信号を受信して、その送信信号と受信信号の時間差に基
づいて被検者体内の情報を示す超音波画像を生成する装置であり、その高い安全性から種
々の診断に広く用いられている。
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【０００３】
　超音波診断装置では、医師が診断を行いやすくするために、各種の画像パラメータに基
づいて超音波送受信条件の調節や画質調節が行われる。画像パラメータには例えば、フレ
ームレート、フレーム相関、信号のゲイン、ダイナミックレンジ、パーシスタンス、輪郭
強調、送信周波数、走査線密度などがある。
【０００４】
　この画像パラメータの調節を操作者（医師、検査技師等）が全て手動で行うのは労力と
時間が求められる。よって従来は、被検者の体の撮影部位毎に基礎となる画像パラメータ
群である画像パラメータセットを用意しておき、これらを適宜に呼び出し、後は操作者が
、被検者の体格（体重、身長等）や性別などを考慮して、必要に応じて該画像パラメータ
セットに含まれる各種の画像パラメータを手動で調節するということが行われてきた。
【０００５】
　しかしながら、近年の超音波診断装置の高性能化に伴い、画像パラメータの種類は増加
する一方となっている。その結果、上記のような操作者による各種画像パラメータの手動
調節に要する時間が長くなり、操作者にかかる負担が大きくなってきている。このような
状況に対処するために、画像パラメータセットを、上記のような撮影部位だけでなく、被
検者の体重、身長、性別、等を含む身体情報にも関連させて設けておくことが行われるよ
うになっている（例えば特許文献１参照）。
【０００６】
【特許文献１】特開2007-167116号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　先に述べたような、様々な撮影部位及び被検者の身体情報に基づいて画像パラメータが
セットされるような画像パラメータの設定方法を用いることで、画像パラメータの調節に
要する労力が軽減される。しかしながら、この方法は被検者が健康である場合には有効で
あるものの、撮影対象部位に疾患を有する被検者に対しては画像パラメータが最適になら
ない場合があった。例えば、脂肪肝の患者の場合、健康な被検者に比べて肝臓領域のエコ
ーレベルが高くなるため、従来のような撮影部位や身体情報に基づく画像パラメータ設定
では、肝臓部分が白く光るように表示され、詳細な観察に適した画像が得られない場合が
あった。
【０００８】
　本発明は上記のような課題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、い
かなる被検者についても最適な画像パラメータを容易に設定することのできる超音波診断
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために成された本発明の第１の態様に係る超音波診断装置は、
　所定の画像パラメータに従って、被検体の内部に超音波を送波すると共に各組織からの
反射波に基づく信号を処理することにより、被検体内部の情報を示す画像を生成して表示
する超音波診断装置において、
　a)前記被検体に関する診断情報を取得する診断情報取得手段と、
　b)前記診断情報取得手段によって取得された診断情報に基づき、前記画像パラメータを
調節するパラメータ調節手段と、
　を有することを特徴としている。
【００１０】
　上記本発明の第１の態様に係る超音波診断装置は、更に、撮影部位を特定する撮影部位
特定手段、及び／又は被検体の身体情報を取得する身体情報取得手段を備え、上記パラメ
ータ調節手段が、上記の診断情報に加えて、前記撮影部位特定手段で特定された撮影部位
、及び／又は前記身体情報取得部によって取得された身体情報に基づいて前記画像パラメ
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ータを調節するものとすることが望ましい。
【００１１】
　また、上記課題を解決するために成された本発明の第２の態様に係る超音波診断装置は
、
　所定の画像パラメータに従って、被検体の内部に超音波を送波すると共に各組織からの
反射波に基づく信号を処理することにより、被検体内部の情報を示す画像を生成して表示
する超音波診断装置において、
　a)少なくとも診断情報を含む撮影条件関連情報に関連付けられた画像パラメータセット
が複数保存されているパラメータ保存手段と、
　b)前記被検体に関する診断情報を取得する診断情報取得手段と、
　c)少なくとも、前記診断情報取得手段によって取得された診断情報を用いて、前記パラ
メータ保存手段に保存されている画像パラメータセットの中から最適な画像パラメータセ
ットを選択するパラメータ決定手段と、
　d)前記パラメータ決定手段で決定された画像パラメータセットに従って、超音波の送受
及び／又は前記反射波に基づく信号の処理を制御する制御手段と、
　を有することを特徴としている。
【００１２】
　更に、上記本発明の第２の態様に係る超音波診断装置は、上記撮影条件関連情報として
上記の診断情報に加えて撮影部位及び／又は身体情報を含むと共に、撮影部位を特定する
撮影部位特定手段、及び／又は前記被検体の身体情報を取得する身体情報取得手段を備え
、前記パラメータ決定手段が、上記の診断情報に加えて、撮影部位特定手段で特定された
撮影部位、及び／又は前記身体情報取得部によって取得された身体情報を用いて前記パラ
メータ保存手段に保存されている画像パラメータセットの中から最適な画像パラメータセ
ットを選択するものとすることが望ましい。
【００１３】
　また、上記本発明の第２の態様に係る超音波診断装置は、前記パラメータ保存手段に新
規の画像パラメータセットを追加する、又は前記パラメータ保存手段に保存されている画
像パラメータセットを更新するパラメータ更新手段を更に有するものとすることがより望
ましい。
【００１４】
　さらに、上記課題を解決するために成された本発明の第３の態様に係る超音波診断装置
は、
　所定の画像パラメータに従って、被検体の内部に超音波を送波すると共に各組織からの
反射波に基づく信号を処理することにより、被検体内部の情報を示す画像を生成して表示
する超音波診断装置において、
　a)少なくとも撮影部位に関連づけられた画像パラメータセットが複数保存されているパ
ラメータ保存手段と、
　b)撮影部位を特定する撮影部位特定手段と、
　c)前記被検体に関する診断情報を取得する診断情報取得手段と、
　d)前記撮影部位特定手段によって特定された撮影部位に応じて前記パラメータ保存手段
に保存されている画像パラメータセットの中から最適な画像パラメータセットを選択し、
前記診断情報取得手段によって取得された診断情報に基づき、該画像パラメータセットの
各画像パラメータを調節するパラメータ調節手段と、
　を有することを特徴としている。
【００１５】
　上記本発明の第３の態様に係る超音波診断装置は、更に、前記被検体の身体情報を取得
する身体情報取得手段を備え、
　上記パラメータ調節手段が、上記撮影部位特定手段によって特定された撮影部位に応じ
て前記パラメータ保存手段に保存されている画像パラメータセットの中から最適な画像パ
ラメータセットを取得し、上記診断情報取得手段によって取得された診断情報と前記身体
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情報取得手段によって取得された身体情報とに基づき、該画像パラメータセットの各画像
パラメータを調節するものとすることが望ましい。
【００１６】
　なお、本発明において診断情報とは、医師等の診断によって得られた被検体の健康状態
に関する情報（例えば、疑わしい病名など）を意味している。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る超音波診断装置によれば、被検者（被検体）に関する診断情報に基づいて
自動的に最適な画像パラメータが決定される。従って、従来よりも一層適切に、また、わ
ずかな手間及び時間で最適な画像パラメータを決定することができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、実施例に基づいて説明を行う。
【実施例１】
【００１９】
　図１は本実施例（第一実施例とする）に係る超音波診断装置の要部の構成を示すブロッ
ク図である。本実施例の超音波診断装置は、プローブ１１、送受信部１２、A/D変換部１
３、整相加算部１４、信号処理部１５、表示画像データ生成部１６、記憶部１７、及び表
示部１８を備えており、更に上記各部を制御するための制御部１９を有している。該制御
部１９に対してはキーボードや各種操作ボタン、マウス、トラックボールなどを備えた操
作パネルから成る入力部２０によって操作者の指示が伝えられる。
【００２０】
　制御部１９には撮影部位特定部３１、身体情報取得部３２、診断情報取得部３３、パラ
メータ決定部３４、及びパラメータ更新部３５が含まれている。これらはいずれも機械的
な構成ではなく、ソフトウエア的に実現される機能的な構成である。これらの詳細な動作
については後述する。
【００２１】
　上記構成から成る超音波診断装置を用いて超音波画像の撮影を行う際には、送受信部１
２からの送信信号に従って、生体表面に当接させたプローブ１１から超音波パルスが送出
されると共に、生体内部からの反射エコー信号がプローブ１１で受信される。該受信信号
は送受信部１２を経てA/D変換部１３に送られデジタル信号へと変換される。デジタル化
された受信信号は整相加算部１４で整相加算された後、信号処理部１５へ入力され、ゲイ
ン調整処理、フィルタリング処理、Log圧縮処理、検波処理、ダイナミックレンジ調整処
理、エンハンス処理などを施されて、表示画像データ生成部１６へと送られる。表示画像
データ生成部１６では、デジタルスキャンコンバート（DSC）処理の他、フレーム相関処
理や補間画像データ生成処理、ポストプロセス処理などが行われて表示画像データが生成
され、該表示画像データが表示部１８に送出されることにより、最終的に撮影画像が表示
部１８に表示される。
【００２２】
　記憶部１７は、例えば、表示画像データ生成部１６にて生成された撮影画像データ等の
各種データを記憶するものであり、パラメータ保存部４０を含んでいる。パラメータ保存
部４０には、撮影部位、身体情報、及び診断情報を含む撮影条件関連情報に関連づけられ
た画像パラメータセットが複数保存されている。
　ここで、「撮影部位」は、本実施例に係る超音波診断装置によって撮影を行う身体の部
位を指しており、通常はプローブ１１の種類によって決定される。「身体情報」とは、例
えば身長、体重、年齢、性別、体脂肪率といった、被検者の身体の特性に関する各種情報
のことである。また、「診断情報」は病名など、医師等による診断によって得られた被検
者の健康状態に関連した情報のことである。
【００２３】
　以下、本実施例の超音波診断装置の動作について説明する。
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　超音波診断装置による撮影時には、まず、操作者が入力部２０を操作して、撮影する部
位を入力する。この操作により撮影部位特定部３１は撮影部位を特定する。また、使用さ
れるプローブと撮影部位とが一対一に対応している場合には、撮影部位特定部３１は現在
接続されているプローブ１１の種類を自動的に特定し、この種類によって撮影部位を特定
しても良い。
【００２４】
　次に、操作者は入力部２０を操作して、被検者の身長、体重、体脂肪率、年齢、性別等
の身体情報を入力（選択）する。この操作により身体情報取得部３２は身体情報を取得す
る。
　さらに、操作者は入力部２０を操作して、例えば脂肪肝といった被検者の病名を入力（
選択）する。この操作により診断情報取得部３３は、診断情報を取得する。
　なお、撮影部位の特定、身体情報の取得、診断情報の取得の順番はいかなるものであっ
ても良い。
【００２５】
　以上の入力が完了した後に、操作者が入力部２０を更に操作して撮影開始の指示を与え
る（例えば「OKボタン」を押下する）と、パラメータ決定部３４は、撮影部位特定部３１
によって特定された撮影部位、身体情報取得部３２によって取得された身体情報、診断情
報取得部３３によって取得された診断情報を用いてパラメータ保存部４０を検索すること
により、パラメータ保存部４０に保存されている複数の画像パラメータセットの中から最
適な画像パラメータセット、すなわちこれら撮影部位、身体情報、及び診断情報の条件に
合致する、もしくは最も類似する撮影条件関連情報に関連づけられた画像パラメータセッ
トを決定する。
【００２６】
　次いで制御部１９は、パラメータ決定部３４によって決定された画像パラメータセット
の各画像パラメータを送受信部１２、信号処理部１５、及び表示画像データ生成部１６に
送出すると共に、超音波プローブ１１による超音波の送受信を開始させる。これにより、
送受信部１２はこれらの各画像パラメータに基づいた超音波送受の制御を行い、信号処理
部１５及び表示画像データ生成部１６は、超音波プローブ１１によって取得されA/D変換
部１３及び整相加算部１４を経て入力された受信信号に対して、これらの各画像パラメー
タに基づいた各種処理を行って、得られた画像を表示部１８に表示させる。
【００２７】
　以上のようにして、本実施例に係る超音波診断装置では、撮影部位および身体情報に加
えて、診断情報をも加味した最適な画像パラメータが決定される。
　もちろん、操作者は表示部１８に表示された画像を見つつ、必要に応じて更に入力部２
０を適宜に操作することにより、画像パラメータを手動調節しても構わない。
【００２８】
　上記のように操作者が手動で画像パラメータを調節した場合等には、操作者は入力部２
０を更に操作（例えば、入力部に設けられた「登録ボタン」を押下）して新たな画像パラ
メータセットの登録を指示することもできる。この操作により、パラメータ更新部３５は
、現在の画像パラメータ設定（即ち操作者による手動調節が施された画像パラメータ）に
従って、パラメータ保存部４０に新たに画像パラメータセットを追加したり、又は既に登
録されている画像パラメータセットを更新したりする。
【実施例２】
【００２９】
　次に、本発明に係る超音波診断装置の他の実施例（第二実施例とする）について、図２
を参照しつつ説明する。第二実施例に係る超音波診断装置は、前述の第一実施例に係る超
音波診断装置の構成とほぼ同一であるが、パラメータ決定部３４の代わりにパラメータ調
節部３６が設けられている点、パラメータ更新部３５を備えていない点、及びパラメータ
保存部４０に保存されている画像パラメータセットの内容（後述する）、が主な相違点と
なっている。以下、第二実施例に係る超音波診断装置によって撮影画像を表示させる場合
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の処理について、これらの相違点を中心に説明する。
【００３０】
　第二実施例のパラメータ保存部４０には複数の画像パラメータセットが予め保存されて
いるが、これはいずれも撮影部位のみに関連付けられている。従って、第一実施例と比較
すると、用意しておく画像パラメータセットの数が少なくて済むというメリットがある。
【００３１】
　操作者が入力部２０を操作する等によって撮影部位、身体情報、診断情報のそれぞれが
入力された後、操作者が撮影開始の指示を与えると、パラメータ調節部３６は、撮影部位
特定部３１によって特定された撮影部位に対応した画像パラメータセットを、パラメータ
保存部４０に保存されている画像パラメータセットの中から取得する。更にパラメータ調
節部３６は、身体情報取得部３２によって取得された身体情報と診断情報取得部３３によ
って取得された診断情報とに基づき、この取得した画像パラメータセットの各画像パラメ
ータの値を調節する。具体的な例として、記憶部１７の所定の領域に予め保存されている
、各種身体情報及び診断情報と各画像パラメータの補正量の関係を示した計算式や対応表
を記憶部１７の所定の領域に予め保存しておき、該計算式や対応表を用いて入力部２０か
ら入力された被検者の身体情報と診断情報とに基づき、画像パラメータの値を補正する。
これにより、例えば、被検者の身体情報として「BMI（体重[kg]÷身長[m]÷身長[m]）＝3
0」という条件が与えられている場合には、超音波の送信周波数を上記パラメータ保存部
４０より取得された値から所定の値だけ下げたり、被検者の診断情報として「脂肪肝」と
いう条件が与えられている場合には、受信信号のゲインを上記パラメータ保存部４０より
取得された値から所定の値だけ下げたりといった補正が行われる。
【００３２】
　次いで制御部１９は、パラメータ調節部３６によって調節された画像パラメータセット
の各画像パラメータを送受信部１２、信号処理部１５、及び表示画像データ生成部１６に
送出し、超音波プローブ１１による超音波の送受を開始させる。これにより、送受信部１
２はこれらの各画像パラメータに基づいた超音波送受の制御を行い、信号処理部１５及び
表示画像データ生成部１６は、超音波プローブ１１によって取得されA/D変換部１３及び
整相加算部１４を経て入力された受信信号について、これらの各画像パラメータに基づい
た各種処理を行って、得られた画像を表示部１８に表示させる。
【００３３】
　以上、実施例を用いて本発明に係る超音波診断装置の詳細な説明を行ったが、本発明は
これらに限定されるものではもちろんなく、本発明の趣旨の範囲で適宜の改良や変更が許
容されるものである。
【００３４】
　例えば、上記第二実施例においては、パラメータ保存部４０に保存されている画像パラ
メータセットは撮影部位のみに関連付けられていたが、撮影部位と身体情報とに関連付け
られた画像パラメータセットを用意しておき、パラメータ保存部４０に保存された各種画
像パラメータセットの中から、これから撮影しようとする撮影部位と被検者の身体情報と
に基づいて選択された画像パラメータセットを、該被検者に関する診断情報に基づいて調
節するものとしても構わない。
【００３５】
　また、本発明において、画像パラメータは、エンハンス処理の設定値や、走査深度に応
じた増幅利得の調整を行うSTC（センシティビティ・タイム・コントロール）処理の設定
値、特定の階調に対する階調補正を行うポストプロセス処理の設定値など、画質に影響す
るパラメータであればいかなるものであってもよい。
　また、身体情報および診断情報に含まれる内容は特に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】第一実施例に係る超音波診断装置の要部の構成を示すブロック図。
【図２】第二実施例に係る超音波診断装置の要部の構成を示すブロック図。
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【符号の説明】
【００３７】
１１…プローブ
１２…送受信部
１３…A/D変換部
１４…整相加算部
１５…信号処理部
１６…表示画像データ生成部
１７…記憶部
１８…表示部
１９…制御部
２０…入力部
３１…撮影部位特定部
３２…身体情報取得部
３３…診断情報取得部
３４…パラメータ決定部
３５…パラメータ更新部
３６…パラメータ調節部
４０…パラメータ保存部

【図１】

【図２】
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